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イオン隣地
での複合化

① 買い物や食事のついでに利用しやすくなる （７１％）

② 公共交通機関で行きやすくなる （５５％）

現在地での
複合化

① イオン隣地では駐車場や周辺道路が混雑しそう （６８％）

② イオン隣地よりも静かで読書や学習の環境がよさそう （５１％）

現在地での
大規模改修

① 現在の場所にある方が利用しやすい （６４％）

② １つの建物にまとめることで、かえって利用しづらくなりそう（５５％）

熊本市立図書館及び大江交流室のあり方検討に向けたアンケート集計結果について

目的
大江地区にある３施設の今後のあり方検討を進めるに当たり、利

用者や市民等からのニーズや利用状況等を把握する。

期間 令和8年（2026年）7月15日～8月16日

方法

Webアンケート 及び 施設等でのアンケート用紙配布

⚫ 上記以外に、大江校区自治会や大江公民館自主講座役員等の説明
会でも意見聴取

⚫ 近隣の小学校・中学校・高等学校へは、直接アンケートを依頼
⚫ 市公式LINE、中央区インスタグラム、ホームページでの周知
⚫ 各区役所の総務企画課・公民館、図書館に設置

設問
項目

◼ 利用状況
利用頻度/利用目的/交通手段/困りごと/求める機能等

◼ 整備方法
イオン隣地での複合化/現在地での複合化/現在地での大規模改修

◼ 属性
年齢/居住地域/立場

2. 結果概要

市立図書館・大江交流室を対象とする回答 3,368 件
（一般：2,279件、近隣の学校1,089件）

大江交流室(築39年)

市立図書館(築45年)希望荘(築46年)

イオン再開発
予定地

イオン隣地
（市有地）

1． 実施概要

⚫ 整備方法については、「イオン隣地での複合化が望ましい」とする回答が４５．

２％と最多であり、その主な理由として、「買い物や食事のついでに利用しや

すくなる」が７１%を占めた。

⚫ 引き続き、地域の会議等で説明をするとともに、アンケート結果を踏まえて、

具体的な検討を進める。

【設問】 3施設の整備方法のうち最も望ましいと思うものはどれか。（１つだけ選択）

市立図書館 大江交流室

① 駐車場が少ない、使いにくい （５１％）

② 特に不便は感じていない （２３％）

③ 建物・設備が古い （22％）

① 駐車場が少ない、使いにくい （５５％）

② 特に不便は感じていない (25%)

③ トイレが使いづらい （２３％）

【設問】 現在、特に不便・困ると感じること。 （最大３つまで選択可）

（主な理由）
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